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?
獅
ﾌ
躯
豫
報
に
就
て
雛

　
『
天
象
豫
職
』
ご
．
題
・
し
ぐ
、
野
曝
、
其
月
中
に
起
ろ
天

禮
現
象
中
重
要
な
も
の
か
豫
職
す
ろ
。
始
め
て
の
讃

者
で
も
此
の
文
を
手
引
き
亡
し
て
、
見
e
2
乃
ま
》
の

天
膿
蓮
動
ε
は
如
何
な
る
も
の
か
た
畳
ら
ろ
＼
こ
ご

》
思
ふ
。

太
陽
軸
普
逼
の
考
へ
で
、
太
陽
の
ま
は
り
か
、
我
が

地
球
が
ま
わ
っ
て
み
る
。
し
か
し
謎
々
地
球
上
に
み

る
も
の
か
、
b
見
れ
ば
恰
も
太
陽
が
天
球
上
な
運
行
・
し

て
み
る
や
う
に
見
セ
2
る
。
か
や
う
に
見
ね
る
ま
」
の

太
陽
の
軌
酒
か
黄
道
ミ
名
づ
け
、
此
の
黄
道
な
十
ご

等
分
し
て
順
に

泊
羊
宮
（
貯
一
＄
）
黄
経
自

金
牛
宮
月
豊
旨
・
Q
）

双
子
宮
（
O
o
巨
冒
一
）

巨
蟹
富
（
O
鶏
審
こ

獅
子
宮
（
b
8
）

露
女
宮
（
ぐ
ぐ
σ
q
。
）

天
秤
宮
（
ζ
び
冨
）

天
．
娼
宮
（
ω
8
麺
一
。
）

一
一
五
〇

一
八
Q

ご
一
〇

二
四
〇

　
○
度

三
〇

”
六
〇

九
〇
二
〇

人
馬
宮
（
。
。
お
葬
毘
基
）

磨
糧
宮
（
O
碧
嵩
o
o
筥
塁
）
二
七
〇

寳
瓶
宮
き
瓢
碧
寡
）
　
三
〇
〇

双
魚
宮
べ
弓
ぎ
Φ
。
。
）
　
　
三
三
〇

至
三
〇
度

　
六
〇

　
九
〇
一
二
〇

一
五
〇

一
入
〇

二
一
〇

二
四
〇

二
七
〇

三
〇
〇

ミ
三
〇

三
六
〇

此
等
の
名
は
略
々
星
座
の
名
ε
一
致
し
て
み
る
け
れ

ご
意
疎
は
全
く
別
で
あ
っ
て
、
星
座
に
は
關
係
な
く

軍
に
黄
道
ヒ
の
位
髭
か
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
太
陽
は

一
年
間
に
此
の
十
二
宮
を
一
つ
づ
、
順
序
に
訪
問
6

て
、
春
夏
秋
冬
の
畢
節
か
生
す
ろ
の
で
あ
る
。

月
華
月
に
毎
日
の
運
行
に
よ
り
、
太
．
陽
電
の
關
係
か

ら
盈
虚
が
窒
じ
る
。
電
へ
の
中
重
な
四
つ
の
も
の
だ
け

な
毎
月
豫
報
ず
る
叉
、
掩
蔽
（
0
8
鼻
豊
8
）
こ
い

ふ
現
象
が
時
々
起
る
、
之
れ
は
月
が
他
の
星
な
掩
ひ

か
く
す
こ
ご
な
の
で
、
特
に
著
し
い
の
が
あ
れ
ば
豫

報
ず
る
。

遊
星
一
地
球
か
ら
見
て
興
昧
あ
る
遊
星
は
、
水
金
火

・
紅
土
天
海
の
七
つ
で
あ
る
。
此
等
が
そ
れ
、
ぐ
恒
星

の
問
な
縫
ふ
て
蓮
行
し
．
て
行
く
模
様
な
鳶
職
ず
ろ
。

一
般
に
．
こ
の
遊
日
生
で
も
、
西
か
ら
東
へ
動
く
の
な
順

行
良
屋
暮
学
漫
。
目
ミ
い
ひ
其
の
三
戸
に
、
庚
か
ら

西
に
行
く
の
か
逆
行
魯
Φ
宵
。
鵯
薮
Φ
霞
。
江
。
昌
）
ミ
い
ふ
・

叉
、
｝
瀦
に
停
止
す
ろ
の
た
留
（
「
馨
隔
。
9
蔓
）
ε
名

げ
る
。
次
に
遊
星
が
大
陽
狂
全
く
目
勤
の
位
置
に
來

六
場
合
冷
衝
8
導
。
・
・
属
。
δ
こ
い
ひ
、
挙
れ
に
樹
し

遊
．
星
が
太
陽
の
あ
る
方
角
ご
一
致
し
れ
時
な
合

O
。
且
B
。
ぎ
口
　
ε
い
ふ
。
合
に
二
種
類
あ
る
。
即
ち

遊
星
が
太
陽
の
後
ろ
側
に
往
つ
れ
時
、
即
ち
港
星
ご

地
球
ご
の
問
に
太
陽
が
挾
ま
れ
れ
時
坐
上
合
ご
い

ひ
、
又
、
遊
星
が
太
陽
こ
地
球
こ
の
間
に
來
れ
時
な

下
合
ミ
い
ふ
。
衝
は
六
木
土
天
海
に
限
っ
て
超
り
、

置
合
ぱ
水
ミ
金
ミ
に
限
っ
て
趨
る
其
の
他
、
水
ミ
金

ご
に
は
束
及
び
西
の
最
大
離
隔
ご
3
ふ
こ
ご
が
あ

ろ
。
こ
れ
は
星
が
太
陽
か
ら
最
も
離
れ
て
見
に
る
時

で
從
っ
て
此
等
の
星
勉
見
ろ
の
に
最
も
都
合
妨
い

時
で
あ
乃
。
火
木
立
天
海
は
衝
の
時
が
地
球
に
最
も

近
く
、
一
義
っ
て
光
輝
も
此
の
時
が
最
大
で
仰
望
に
最

も
好
都
合
で
あ
る
が
，
水
金
に
は
此
の
衝
が
な
い
。

叉
光
輝
し
離
隔
ミ
は
別
で
あ
っ
て
、
特
に
最
大
光
輝

ご
呼
ば
れ
る
時
が
あ
ろ
。

其
の
他
、
彗
星
、
流
星
、
攣
光
星
，
三
星
等
の
特
に

注
意
す
べ
者
も
の
が
あ
れ
ば
載
ぜ
ろ
。

恒
星
め
名
盤
1
1
若
し
い
恒
星
に
は
一
々
固
有
名
詞
々

有
っ
て
み
ろ
の
か
あ
る
け
れ
ご
、
一
般
に
は
猛
ハ
の
厨

す
る
H
星
座
｝
名
ご
ギ
ザ
シ
や
返
字
こ
な
並
べ
て
呼
ぶ
の

が
多
い
。
例
へ
ば
9
H
①
O
ロ
討
。
之
れ
な
H
本
式
に

鐸
す
れ
ば
『
獅
子
座
ア
ル
フ
ァ
星
』
．
§
育
は
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
こ
か
し
之
れ
で
は
ギ
リ
シ
ャ
丈
字
の
登

音
が
餓
り
凝
れ
ら
・
し
ぐ
不
便
嫁
の
で
、
今
後
は
左
の

如
く
、
略
．
し
て
簡
箪
に
呼
ぶ
こ
ε
》
、
噛
め
約
束
し

て
置
く
。キ
リ
シ

や
一
字

　
α
　
”．

駒

　
層

　
一
θ

　
訊
　
四

　
硅

　
凹
　
σ
　
耽ゆ

　
叫
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　　　　ロ　　　　　ロ
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　　　　　　フ　　　　　　　　　　ノレ
ムツナ｛11シtlレム1
　　　　　　ロ　　　ア
　　　　　　　　　　　　音
B“　，eタタタタンタマタア

略
・
し
て

　
ア

　
“
べ
　
灘
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湘
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